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● 目 的 ： 鳥羽市では、市内の経済全体の好循環を創出するため、近距離都市圏をターゲットに

海の導線と市内での消費促進につながるクーポンをセットにした乗船券を販売する。 

 

● 事業概要： 事業概要は以下の通り 

項目 内容 

事業名 鳥羽春たびキャンペーン２０２２ 

事業内容 伊良湖発鳥羽行き限定でマイカー往復利用で以下の特典が付く。 

①伊勢湾フェリーの復路のフェリー料金が 50％割引 

②鳥羽市内での買い物で利用できるクーポン「とば旅おとクーポン

（紙クーポン）」をマイカー１台につき 2,000 円が付く 

③ペーパークラフトプレゼント 

実施期間 令和４年３月２６日（土）～４月１７日（日） 

利用方法 パンフレットに印刷されている「割引券＋クーポン引き換え券（表紙

にあり）」を持参し、伊良湖のりば窓口にて提出し、乗船券を購入 

※パンフレットの設置場所は愛知県、静岡県内の道の駅を中心に設置

（設置場所：田原めっくんはうす、あかばねロコステーション、サン

パルクたはら、とよはし、にしお岡ノ山、したら、鳳来三河三石、藤

川宿、潮見坂、道の駅掛川、宇津ノ谷峠、渥美半島観光ビューロー、

菜の花まつり会場等） 

※パンフレットは、キャンペーン特設サイトの伊勢湾フェリーのホー

ムページからダウンロード可能 

※スマートフォン等の画面提示での割引は不可 

対象車両 ６ｍ未満までの乗用車・同乗者（車両定員） 

適用除外 ・乗船券購入後の割引は行わない。購入時に割引券の提出が必要 

・とば旅おとクーポンのみの配布は行わない。 

・他の割引との併用は行わない。 

令和４年３月２２日（火） 

【照会先】         【本事業委託先】 

鳥羽市観光課 担当：村田   伊勢湾フェリー㈱ 担当：上野 

℡ 0599-25-1155        ℡0599-26-7600 

鳥羽春たびキャンペーン２０２２ 

伊良湖発伊勢湾フェリーマイカー往復乗船限定 

復路フェリー運賃５０％OFF＋とば旅おとクーポン 2,000円付の実施について 
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・本キャンペーンは特別割引のため、旅行会社が発行するクーポンの

取り扱いは適用除外となる。 

キャンペーン 

HP 

伊勢湾フェリーホームページ内 

https://www.isewanferry.co.jp/publics/index/324/ 

対象台数 1,000 台分を予定 

 

●車両航送運賃（運転手１名を含む） 

車両長さ 
片道 

料金 

通常 

往復運賃 
キャンペーン運賃 

特典 

とば旅おとｸｰﾎﾟﾝ 

実質的特典 

(割引＋特典) 

3m 未満 4,800 円 8,640 円 7,200 円(1,440 円割引) 2,000 円 3,440 円 

3m 以上 4m 未満 5,800 円 10,440 円 8,700 円(1,740 円割引) 2,000 円 3,740 円 

4m 以上 5m 未満 6,900 円 12,420 円 10,350円(2,070円割引) 2,000 円 4,070 円 

5m 以上 6m 未満 7,900 円 14,220 円 11,850円(2,370円割引) 2,000 円 4,370 円 

※割引額は通常片道をベースとして、復路分のみ半額で計算 

※6m 未満の車両が適用 

※とば旅おとクーポンは、乗車券購入時には使用不可 

 

●車両同乗者運賃 

種別 通常往復運賃 キャンペーン運賃 お得額 

大人（中学生以上） 2,880 円 2,400 円 480 円 

小人（小学生） 1,440 円 1,200 円 240 円 

※旅客は車両定員数まで適用 

※大人に同伴されて乗船する 1 歳以上で小学校に就学していない小児の運賃は、大人 1 名につき 1

名まで無料。大人 1 名を超える場合は、小人運賃を適用 

 

●鳥羽市長中村欣一郎のコメント 

 伊勢志摩の海の玄関口である鳥羽市にとって、近隣県と鳥羽を結ぶ海側の導線である伊勢湾フェリー

は重要であると考えています。特に東日本からのお越しいただくお客様にとっては非日常的な船旅とな

ることから、移動そのものにも観光的な魅力があると考えています。また、感染対策の観点からも様々

な交通手段があることを発信することにより、お客様の移動手段を分散し、密を回避することにつなげ

たいと考えています。 

 ぜひ船旅を楽しみながら、春の鳥羽へお越しください。 

 

●その他 

 ・本事業の予算は地方創生臨時交付金を財源とした事業である。 

 ・本発表文書は田原市の記者クラブにも発表する。 

・今後の新型コロナウィルス感染症の感染拡大の状況や国や県等の施策によって、急きょ内容の

見直しや一時中止など事業内容を変更する可能性あり。 
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●キャンペーンパンフレット（３ページ：表表紙・裏表紙、４ページ：中面） 
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